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捕る、投げるは基本！ 基本は大事！！！！！

大量失点で公式戦黒
星発進

４月１２日川崎、小田公園で、今期のＫＳＣが開幕した。今日の我が方は先攻。打者中富から
ゲームは始まった。メンバー一同バッターボックスの中富に視線を送ったが、いつもと違う違和
感を感じた。今日のバッテリー特に相手投手は、非常に素晴らしい投手であった。球速、コント
ロール共今までに対戦した投手の中で一番ではないか、と思う位の投手が相手であった。予感は
的中、貧打に喘ぐ我がチームに追い討ちを掛けられるスタートとなった。三者凡退の後の１回裏、
先発中富がマウンドに上がった。先頭打者を四球で出したが、続く打者を空振り三振、続く打者
には三遊間を綺麗に抜かれたが、続く打者をサードゴロ、無難に０封発進かと思われた矢先、四
球で２アウト満塁、続く打者には死球で押し出し、そして後続に左中間を抜かれ、一挙５点を献
上した。２回の我がチームは、四死球でランナーを出すものの、後続が倒れ、０点。２回には、
肘の違和感を感じた中富に代わり、キャプテン政司がマウンドに登った。２、３回は失点をした
ものの、難なくこなした、が、４回に大きく動いた。打たれたヒットは１本なのに、与えた得点
は、初回を上回る６点、その背景にあったものは、７個の失策であった。打線は水物に対して、
守備に関しては、捕って投げて点を与えないという鉄則が完全に出来なかった。これでは、貧打
の我がチームにおいての勝利は永遠に無いだろう！基本に返ってきっちり正面で捕る、確実に投
げる、手の届く範囲は必ずグラブに収める。この基本を日頃から習慣づけないと本番では絶対に
出来ないであろう！打においては、中富・竜が一死を報い０点ゲームを防いだ。


